
【6⽉・2歳児・⾼⽉齢】 ほいくのおまもりプラス

Ａさん（⾼⽉齢／男児／活発）
（3歳2カ⽉／4⽉⽣まれ）

Ｂさん（⾼⽉齢／⼥児／活発）
（3歳1カ⽉／5⽉⽣まれ）

Ｃさん（⾼⽉齢／男児／静か）
（3歳0カ⽉／6⽉⽣まれ）

Ｄさん（⾼⽉齢／⼥児／静か）
（2歳11カ⽉／7⽉⽣まれ）

⼦どもの姿

ねらい

内容

環境構成
配慮
援助

⾷事

家庭との連携

評価・反省

1．保育者に誘われてトイレに⾏くと、排
尿できることもある。

2．砂場遊びに興味を持ち、「〇〇ちゃん
もやる？」と友だちの名前を呼びなが

ら、バケツやスコップを持って真似をし

て砂のケーキ作りを楽しむ姿が⾒られ

る。

3．⾃宅では好きな絵本を⾃分で選んで保
護者に「よんで」と持っていくことが増

えたと連絡帳に記載があった。

1．特定の保育者との関わりの中で、安⼼
して過ごす姿が⾒られるが、⽣活の流れ

に乗って⾏動することが難しい場⾯があ

る。

2．保育者が仲⽴ちすることによって、友
だちとの玩具の貸し借りの仕⽅が少しず

つ⾝についてきている。

3．朝の登園時に保護者と離れる際、クラ
スに置いてあるぬいぐるみを抱きしめて

気持ちを落ち着かせる様⼦が⾒られる。

1．⾃分でトイレに⾏こうとする意欲を持
つ

2．友だちと⼀緒に遊ぶ楽しさを味わう

1．安⼼できる保育者との関わりの中で、
⽣活の流れに沿って⾏動しようとする

2．友だちとのやりとりを通して、物の貸
し借りの経験を積む

1．排泄の感覚をとらえ、⾃分でトイレに
⾏く。

2．好きな遊びを通して、友だちとの関わ
りを楽しむ。

1．保育者と⼀緒に活動の区切りを理解
し、次の活動に移る。

2．遊びの中で「貸して」「どうぞ」の⾔
葉のやりとりを経験する。

1．トイレに誘う時は「Aさん、おしっこ
出そうかな？⾏ってみる？」と優しく声

をかけ、⾃分から「⾏く」と⾔った時に

は「⾃分で⾔えたね」と認め、排泄後も

「できたね！」と具体的に褒める。トイ

レが混み合う時間を避け、落ち着いて排

泄できるよう時間をずらす等の配慮をす

る。

2．砂場では「Aさんのケーキ、おいしそ
うだね」「友だちのケーキと並べてみよ

うか」等声をかけ、友だちとの関わりを

仲介する。砂遊び道具は⼗分な数を⽤意

し、取り合いになった時は「貸してって

⾔ってみようか」「Aさんが使い終わった
ら貸してあげようね」等、⾔葉でのやり

とりを促す援助をする。

1．活動の切り替え時には、事前に「あと
少しで⽚付けの時間だよ」と予告し、本

児の気持ちの準備ができるよう配慮す

る。切り替えが難しい時は無理強いせ

ず、気持ちを受け⽌めながら徐々に促し

ていく。

2．友だちとのやりとりが⽣まれやすいよ
う、本児が好きな玩具を複数⽤意し、

「〇〇さんにも貸してあげられるか

な？」「どうぞって⾔ってみようか」等

具体的に⾔葉を添えて援助する。貸し借

りができた時は「優しいね、貸してくれ

てありがとう」「『ありがとう』って⾔え

たね」等肯定的な⾔葉をかけ、友だちと

の関わりが⼼地よい経験となるよう仲⽴

ちする。

・苦⼿な野菜も「⼀⼝だけ」と声をかけ

ると挑戦する姿が⾒られる。

・スプーンの持ち⽅を時々確認しながら

「上⼿に持てているね」と伝え、最後ま

で⾃分で⾷べようとする意欲を認める。

・苦⼿な野菜も保育者が「⼀緒に⾷べて

みようか」と声をかけると挑戦する姿が

⾒られるようになってきた。

・まだスプーンの持ち⽅が安定しないこ

ともあるが、「こうやって持つといい

よ」と伝えると真似をして持ち直そうと

する。

3．絵本の読み聞かせの時間が増えている
という家庭からの情報を受け、園でも本

児の好きな絵本を意識的に読む機会を作

り、家庭と園での⼀貫した関わりを⼤切

にする。

・梅⾬時期の体調管理について伝え、特

に本児が好きな外遊びができない⽇の過

ごし⽅を家庭と共有していく。

3．家庭で愛着のあるぬいぐるみが園での
分離不安の軽減に役⽴っていることを共

有し、必要に応じて家からのお気に⼊り

アイテムの持参について相談する。

・園での「貸して」「どうぞ」のやりと

りが増えていることを伝え、家庭でも兄

弟やお友だちとの遊びの中で同様の経験

ができるよう提案する。

1．トイレに⾃分から⾏くことが増え、
「できた」と⾃信につながっている様⼦

が⾒られた。今後も無理強いせず、本児

の意欲を⼤切にしながら、排泄の⾃⽴に

向けた援助を継続していく。

2．砂場遊びでは特定の友だちの名前を呼
ぶようになり、同じ場所で遊ぶ姿が⾒ら

れた。まだ道具の貸し借り等でトラブル

になることもあるため、友だちとの関わ

りの仲介役として保育者が⾔葉かけをし

ながら、友だちと遊ぶ楽しさをさらに感

じられるよう関わっていきたい。

1．特定の保育者との信頼関係をベースに
安⼼して過ごすことができているが、活

動の切り替えについてはまだ難しさが⾒

られる。予告の仕⽅や具体的な関わり⽅

を⼯夫し、本児が⾒通しを持って⾏動で

きるよう援助していきたい。

2．友だちとの関わりでは、「貸して」の
⾔葉を使えるようになり、コミュニケー

ションの第⼀歩を踏み出している。しか

し、⾃分の物を貸すことにはまだ抵抗感

があるため、無理強いせず、貸し借りの

楽しさが感じられるような場⾯を意図的

に作っていきたい。
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